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●ナデシコ（カワラナデシコ） 

・撫子　（古名）とこなつ 

・河原撫子　・瞿麦　・大和撫子 

　ナデシコ科の多年草で夏から秋まで咲き続けるので、
山上憶良の詠んだ秋の七草の一つですが夏草か秋草かで
論争もありました。河原の名がついていますが河原だけ
でなく山野の日当りのよい所で淡紅色五弁の美しい花を
つけます。古代から万葉や源氏物語など詩歌にも詠まれ
親しまれてきました。ナデシコは撫子で撫でなくなるよ
うな可憐な姿から。河原撫子は河原によく見られるから。
大和撫子は姉妹種の石竹を唐撫子と言うのでそれに対す
る呼名、更に転じて清楚な日本女性を大和撫子と呼ぶよ
うになりました。種子は瞿麦子と言って利尿や通経薬に
使われます。 

「酔うて寢むなでしこ咲ける石の上」　芭蕉 

●風邪ひかなかった？ 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,250 （－20） 

女…………12,949 （－13） 

総数………25,199 （－33） 

世帯数……・・8,883 （－52） 

　　　　　　  6月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

やまのうえおくら よ 

か わ ら 

よ 

なでしこ 

かわらなでしこ 

やまとなでしこ せきちく からなでしこ 

く  ば く  し 

　右の写真は待ちに待ったプール開き。楽しみにしていた子供たちは水
着に着替えるのも忘れてシャワーを浴び…ではなく、5月29日に行われ
た塩川小学校の5年生による田植えの後のひとコマです。 
　この日は日中30度近くまで気温が上がったとても暑い日で、田んぼに
入って泥だらけになった体の汚れを落とそうと子供たちは頭から水を浴
びていました。とは言ってもさすがにシャワーの水は冷たかったのか、
おもわず滝に打たれる修行僧（？）のマネをする男の子たちやキャーキャ
ー騒ぐ女の子たち。でもみんなとても楽しそうに水を浴びていました。 
　ところでこの日植えられたもち米は、12月に餅つき大会を行い全校生
徒で頂くとのこと。みんな秋の収穫が待ち遠しいね！ 

撮影場所：腰越 
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１ 

事
務
事
業
の
見
直
し
と

　
　
　
　
　
財
政
の
健
全
化 

 

ア 

事
務
事
業
の
見
直
し 

▼
行
政
評
価
制
度
の
施
行 

　
行
政
評
価
制
度
の
施
行
に
つ
い

て
広
報
ま
る
こ
６
月
号
（
平
成
14

年
度
）
に
、
ま
た
行
政
コ
ー
ナ
ー
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
閲
覧
を

可
能
と
し
、
町
民
へ
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
意
見
を
募
集
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
） 

イ 

外
部
委
託
、民
間
活
力
の
導
入 

▼
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
を

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
た
り
、

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
を
開

催
す
る
な
ど
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。 

（
保
健
福
祉
課
） 

▼
丸
子
実
校
生
に
よ
る
花
苗
の
無

償
提
供
や
花
壇
の
維
持
管
理
（
音

楽
村
花
壇
、
安
良
居
町
交
差
点
花

壇
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前

の
花
壇
）、ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
ま
る
こ
花
と
緑
の
会
」
に
よ

る
植
栽
（
音
楽
村
花
壇
、
ベ
ル
パ
ー

ク
花
壇
）
や
花
壇
の
維
持
管
理
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
都
市
整
備
課
） 

  

ウ 

財
政
の
健
全
化 

▼
補
助
金
の
定
期
的
な
見
直
し 

　
補
助
金
の
全
て
に
つ
い
て
根
拠

規
定
を
設
け
、
内
容
を
点
検
す
る

と
も
に
補
助
金
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
調
査
検
討
を
行
い
平
成
15

年
度
予
算
に
お
け
る
補
助
金
に
つ

い
て
廃
止
１
件
、
見
直
し
４
件
と

な
り
ま
し
た
。         

（
総
務
課
） 

▼
税
及
び
税
外
収
入
に
つ
い
て
、

滞
納
整
理
や
口
座
振
替
の
推
進 

　
滞
納
の
防
止
、
収
納
率
の
向
上

の
た
め
口
座
振
替
の
利
用
推
進
や
、

納
付
に
か
か
わ
る
相
談
等
を
積
極

的
に
行
い
ま
し
た
。 

（
税
務
課
、
下
水
道
課
、
水
道
課
） 

 

2 

公
平
性
の
確
保
と 

　
　
　
　    

透
明
性
の
向
上 

 

ア 

入
札
、
契
約
制
度
の
改
善
と
外

　 

部
監
査
制
度
の
検
討 

▼
入
札
、
契
約
制
度
の
透
明
性
や

公
平
性
の
確
保 

　
平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
年
間

で
１
６
６
件
あ
っ
た
１
３
０
万
円

以
上
の
工
事
契
約
に
つ
い
て
、
入

札
に
か
か
わ
る
現
場
説
明
を
廃
止

し
、
全
て
閲
覧
方
式
と
し
ま
し
た
。

ま
た
入
札
時
に
第
３
者
の
立
会
い

を
認
め
、
透
明
性
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
総
務
課
） 

▼
監
査
機
能
の
強
化
や
外
部
監
　

査
制
度
の
調
査
、
研
究 

　
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

を
目
指
す
上
か
ら
妥
当
で
は
な
い

な
ど
の
理
由
か
ら
、
今
後
は
困
難

と
思
わ
れ
る
監
査
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な

ど
の
専
門
職
に
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
外
部
監

査
員
制
度
の
導
入
は
行
わ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
総
務
課
・
監
査
事
務
局
） 

イ 

広
報
広
聴
機
能
の
充
実 

▼
丸
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ペ
ー

ジ
数
（
画
面
数
）
は
９
０
５
ペ
ー

ジ
（
2
月
24
日
現
在
）
と
な
り
ま

し
た
。 

 

３ 

組
織
・
機
能
の 

　
　
　
　
　   

簡
素
合
理
化 

 

▼
時
代
に
即
し
た
組
織
・
機
構
の

見
直
し 

　
合
併
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
組
織
・

機
構
の
根
本
的
な
変
更
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当
面
の
間

現
行
の
組
織
・
機
構
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
総
務
課
） 

▼
保
育
園
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

　
平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
、
西

内
保
育
園
に
お
い
て
一
時
保
育
を

実
施
。
ま
た
、
研
修
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
情
報
収

集
と
学
習
に
努
め
ま
し
た
。 

（
学
校
教
育
課
） 

 

４ 

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化
と

　
　
　
　
　   

人
材
育
成
・
確
保 

 

ア 

給
与
の
適
正
化
の
推
進 

▼
給
与
や
定
員
数
の
公
表 

　
広
報
ま
る
こ
10
月
号
に
給
与
・

職
員
等
に
つ
い
て
従
来
の
様
式
に
新

た
な
項
目
と
し
て
経
験
年
数
別
・
学

歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
、
級

別
平
均
年
収
の
状
況
、
退
職
手
当

の
状
況
及
び
特
別
職
の
報
酬
等
の

状
況
に
年
収
を
加
え
た
内
容
を
追

加
し
て
公
表
し
ま
し
た
。
（
総
務
課
） 

イ 

人
材
育
成
・
人
材
確
保 

▼
県
及
び
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド

市
へ
の
派
遣
研
修
や
上
田
市
、
東

部
町
、
武
石
村
と
の
人
事
交
流
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
職

員
と
し
て
保
育
士
２
名
の
採
用
や

被
災
地
危
険
度
判
定
士
３
名
を
養

成
し
ま
し
た
。
　
　
　
（
総
務
課
） 

ウ 

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
適

切
な
人
事
管
理 

▼
職
員
の
持
っ
て
い
る
能
力
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
よ
う
勤
務
評
定
制

度
の
概
要
を
制
定
し
、
試
行
す
る
と

と
も
に
、
希
望
昇
任
制
度
及
び
希

望
降
任
制
度
の
新
設
や
目
標
管
理

制
度
を
実
施
し
ま
し
た
。（
総
務
課
） 

 

５ 

行
政
の
情
報
化
な
ど 

　      

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

 

ア 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

▼
平
成
14
年
９
月
２
日
か
ら
住
民

票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
諸
証
明
等

を
西
内
・
塩
川
の
各
郵
便
局
で
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
生
活
課
） 

▼
住
民
票
等
の
自
動
交
付
機
の
稼

働
時
間
を
平
成
14
年
４
月
か
ら
延

長
し
、
７
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

と
し
ま
し
た
。
　
　
　
（
生
活
課
） 

イ 

行
政
情
報
化
の
推
進 

▼
申
請
・
届
出
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
推
進 

　
行
政
情
報
化
推
進
検
討
委
員
会

及
び
検
討
部
会
を
設
置
し
、
電
子

自
治
体
を
推
進
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

（
企
画
課
） 

▼
Ｏ
Ａ
機
器
の
計
画
的
な
導
入 

�
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

導
入
計
画
の
策
定
や
上
水
道
の
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。 

（
総
務
課
） 

�
新
た
に
83
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
購

入
し
、
各
部
署
に
計
画
的
に
配
置

し
ま
し
た
。
　
　
　
（
企
画
課
） 

ウ 

規
制
緩
和
の
推
進 

▼
平
成
15
年
３
月
に
丸
子
町
の
例

規
集
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

お
い
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
例
規
集
に
登
載

さ
れ
た
各
種
申
請
書
や
申
込
書
等

を
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

（
総
務
課
） 

エ 

多
様
な
行
政
へ
の
取
り
組
み 

▼
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
運
用
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
環
境
保
全
の
推
進 

　
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
向
け
て

住
民
へ
の
啓
発
（
全
戸
へ
ビ
ラ
の

配
布
、
広
報
、
有
線
放
送
、
ま
る

こ
テ
レ
ビ
）
や
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
生
活
課
） 

▼
防
災
対
策
と
危
機
管
理
体
制
の

充
実
強
化
に
よ
り
、
町
民
の
安
全

性
の
確
保 

　
下
水
道
の
終
末
処
理
場
に
お
け

る
緊
急
事
態
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
緊
急
事
態
に
備
え
ま
し
た
。 

（
下
水
道
課
） 

オ 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
調
査
・

研
究 

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
７
月
に
実

施
し
、
翌
８
月
に
そ
の
結
果
を
公

表
し
ま
し
た
。 

▼
任
意
合
併
協
議
会
が
12
月
24
日

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
事
務
事
業
現
況
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

▼
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
た
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、
丸
子
テ
レ
ビ

等
に
よ
り
合
併
に
関
す
る
情
報
提

供
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
町
民

全
体
に
そ
の
論
議
が
広
が
っ
た
と

は
言
え
な
い
と
捉
え
、
今
後
は
出

前
講
座
や
わ
か
り
や
す
い
資
料
提

供
に
心
が
け
、
情
報
が
行
き
届
い

て
い
な
い
層
へ
の
情
報
提
供
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

（
企
画
課
内
合
併
対
策
室
） 

 

６ 

利
用
者
本
位
の 

　    

公
共
施
設
の
管
理
運
営 

 

▼
近
隣
市
町
村
と
の
協
議
結
果
に

基
づ
き
、
文
化
会
館
の
減
免
率
を

改
定
し
ま
し
た
。 

▼
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
を
改

定
し
ま
し
た
。 

▼
施
設
の
有
効
利
用
促
進
の
た
め
、

平
成
14
年
４
月
か
ら
希
望
の
あ
っ
た

１
３
０
人
に
対
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
で
文

化
会
館
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。 

丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画

丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画 

 
　
　
平
成

　
　
平
成
14
年
度
の
取
組
結
果
と

年
度
の
取
組
結
果
と
15
年
度
実
施
計
画
を
公
表
し
ま
す

年
度
実
施
計
画
を
公
表
し
ま
す 
丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画

丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画 

 
　
　
平
成

　
　
平
成
14
年
度
の
取
組
結
果
と

年
度
の
取
組
結
果
と
15
年
度
実
施
計
画
を
公
表
し
ま
す

年
度
実
施
計
画
を
公
表
し
ま
す 
丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画 

 
　
　
平
成
14
年
度
の
取
組
結
果
と
15
年
度
実
施
計
画
を
公
表
し
ま
す 

丸
子
町
役
場
の
平
成
14
年
度
行
政
改
革
の
取
組
結
果
と
平
成
15
年
度
の
行
政
改
革
実
施
計
画
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。 

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
行
政
改
革
の
取
組
結
果
や
今
年
度
の
実
施

計
画
の
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
丸
子
町
役
場
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で

ご
覧
下
さ
い
。
本
文
中
の
（
　
）
内
は
、
担
当
課
を
記
載
し
ま
し
た
。
【
問
】
役
場
総
務
課
庶
務
係
　
℡
42
ー

3
1
0
0
　
有
線
2
ー

4
8
7
2

平
成
平
成
14
年
度
年
度 

　
行
政
改
革
実
施
計
画
の
取
組
結
果

　
行
政
改
革
実
施
計
画
の
取
組
結
果 

平
成
14
年
度 

　
行
政
改
革
実
施
計
画
の
取
組
結
果 

まるこ花と緑の会によるベルパークの植栽 郵便局による証明書交付事務開始 

任意合併協議会設置合意書調印式 
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平
成
平
成
15
年
度
年
度 

　
　
　

　
　
　
行
政
改
革
実
施
計
画

行
政
改
革
実
施
計
画 
平
成
15
年
度 

　
　
　
行
政
改
革
実
施
計
画 

１ 

事
務
事
業
の
見
直
し
と 

　
　
　
　    
財
政
の
健
全
化 

 

ア 

事
務
事
業
の
見
直
し 

▼
行
政
評
価
制
度
の
充
実 

　
平
成
16
年
度
行
政
評
価
対
象
事

業
と
し
て
主
要
１
０
０
施
策
を
選

定
し
て
い
き
ま
す
。
　
（
企
画
課
） 

▼
町
道
未
登
記
路
線
の
解
消 

　
緊
急
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

で
、
町
道
未
登
記
解
消
の
事
務
を

実
施
し
ま
す
。
　
　
（
土
木
課
）

イ 

外
部
委
託･

民
間
活
力
の
導
入 

▼
丸
子
ベ
ル
パ
ー
ク
な
ど
公
園
施

設
の
管
理
を
前
年
度
に
引
き
続
き

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
整
備
課
） 

ウ 

財
政
の
健
全
化 

▼
経
費
削
減
の
経
営
努
力
、
適
正

な
使
用
料
水
準
を
設
定
す
る
な
ど
、

下
水
道
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。
　
　
（
下
水
道
課
） 

▼
税
及
び
税
外
収
入
に
つ
い
て
滞

納
整
理
の
目
標
設
定
や
滞
納
整
理

強
化
月
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、

個
別
納
付
相
談
の
実
施
及
び
滞
納

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
口
座
振
替
に

よ
る
納
入
促
進
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

（
税
務
課
・
水
道
課
・
下
水
道
課
） 

 

２ 

公
平
性
の
確
保
と 

　
　
　
　
　
透
明
性
の
向
上 

 

ア 

情
報
公
開
の
推
進 

▼
情
報
提
供
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
要
綱
等
制
定
の
必
要
性

や
明
文
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
企
画
課
） 

イ 

個
人
情
報
保
護
制
度
の
適
正
な

運
用 

▼
個
人
情
報
収
集
の
制
限
や
取
り

扱
い
状
況
に
つ
い
て
、
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
確
認
作

業
を
行
い
ま
す
。
　
　
（
企
画
課
） 

ウ 

契
約
、
入
札
制
度
の
改
善
、
検

討
を
進
め
ま
す 

▼
I
S
O
９
０
０
０
及
び
１
４
０

０
０
シ
リ
ー
ズ
を
取
得
し
て
い
る

業
者
を
対
象
と
し
た
入
札
や
、
電

子
入
札
の
導
入
に
つ
い
て
、
国
の

動
向
や
県
及
び
他
の
市
町
村
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

エ 

広
報
広
聴
機
能
の
充
実 

▼
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
掲
載
す
べ

き
情
報
を
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。 

 

３ 

組
織
・
機
構
の 

　
　
　
　
　   

簡
素
合
理
化 

 

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
の
整
理
統
合

は
新
た
な
施
設
の
建
設
が
伴
う
た

め
、
国
・
県
の
補
助
金
の
動
向
を

把
握
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
） 
 

４ 

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化
と 

　
　
　
　
　  

人
材
育
成
・
確
保 

 

▼
給
与
や
職
員
数
の
状
況
の
ほ
か

定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
も
公

表
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
総
務
課
） 

▼
市
町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
が

行
う
階
層
別
研
修
及
び
実
務
研
修

へ
の
計
画
的
な
参
加
や
、
民
間
や

県
機
関
等
へ
の
派
遣
研
修
を
実
施

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
総
務
課
） 

▼
勤
務
評
定
制
度
を
本
格
実
施
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
） 

 

５ 

行
政
の
情
報
化
な
ど 

　
　  

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上 

 

▼
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
中
で
現

行
窓
口
業
務
に
つ
い
て
更
な
る
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
他
団
体
の

状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
の

有
効
か
つ
積
極
的
な
活
用
な
ど
の

方
法
に
よ
る
住
民
の
利
便
向
上
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

　
（
総
務
課
、
生
活
課
、
税
務
課
） 

▼
O
A
機
器
の
積
極
的
な
導
入 

　
統
合
型
時
空
間
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
（
G
I
S
）
の
充
実
と
計
画

的
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
図
り
ま
す
。（
総
務
課
） 

▼
規
制
緩
和
の
推
進 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て

各
種
申
請
や
申
込
み
を
直
接
行
え

る
方
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。 

▼
多
様
な
行
政
へ
の
取
り
組
み 

�
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
省
資
源
及
び
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
を
進
め
ま
す
。（
生
活
課
） 

�
災
害
時
や
災
害
発
生
予
想
時
の

初
動
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、

「
職
員
災
害
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

等
を
作
成
し
ま
す
。 

　
　
　
　
（
総
務
課
・
下
水
道
課
） 

▼
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
調
査

研
究 

　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
住
民

が
判
断
で
き
る
充
分
な
情
報
が
得

ら
れ
る
よ
う
地
区
懇
談
会
、
出
前

講
座
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
広
報

や
合
併
対
策
室
だ
よ
り
、
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
住
民
の
意
向
を
把
握
す
る
た

め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
。
（
企
画
課
内
合
併
対
策
室
） 

 

６ 

利
用
者
本
位
の 

　   

公
共
施
設
の
管
理
運
営 

 

▼
社
会
教
育
施
設
の
空
き
情
報
な

ど
を
利
用
者
へ
提
供
し
た
り
、
利

用
状
況
か
ら
の
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
検
討
を
進
め
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
） 市町村合併特集号の発行 
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介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の
方
全

員
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
支
払
い
方
法
は
、
年
金
か
ら
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
口
座
振
替
や

現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方

と
に
分
か
れ
ま
す
。 

　
65
歳
以
上
の
方
が
転
出
ま
た
は
死
亡

し
た
場
合
、
丸
子
町
の
介
護
保
険
を
利

用
す
る
資
格
が
な
く
な
り
、
介
護
保
険

料
を
丸
子
町
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
丸
子
町
の
介
護

保
険
の
利
用
が
出
来
な
く
な
る
日
は
、

転
出
の
場
合
は
転
出
し
た
そ
の
日
、
死

亡
し
た
場
合
は
死
亡
し
た
日
の
翌
日
と

な
り
ま
す
。 

　
平
成
15
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
料
が

見
直
し
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
お
支
払
い
に
下
記
の
よ
う
な
不
足

が
生
じ
ま
す
。 

平
成
15
年
度
介
護
保
険
料
の
お
支
払
い
に
つ
い
て 

平
成
15
年
度
介
護
保
険
料
の
お
支
払
い
に
つ
い
て 

（
転
出
や
死
亡
等
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た
方
で
も
保
険
料
の
不
足
が
生
じ
ま
す
） 

　平成15年度の介護保険料を決める「所得段階」が、6月以降に確定しま

す。そのため、4月は前年度の所得段階の保険料額をお支払いいただいて

おります。 

　また、平成15年度の介護保険料が見直しになったため、4月分では保険

料額に不足が生じます。不足した分は、6月以降の保険料に割り振られて

います。 

　転出・死亡した場合は、保険料額の割り振りに不足が生じたままになる

可能性があります。 

　精算が可能な場合はその場でお支払いいただきますようお願いいたします。

保健福祉課介護係に来られない場合は、翌月に納付書をお送りします。 

　平成15年度の介護保険料を決める「所得段階」が、6月以降に確定しま

すが、手続きの都合上10月にならないと保険料額の変更ができません。そ

のため、4・6・8月は平成15年2月の保険料額をお支払いいただくことに

なります。 

　また、平成15年度の介護保険料が見直しになったことにより、4・6・8

月分では保険料額に不足が生じ、10月以降の保険料に割り振られています。 

　転出・死亡した場合は、その日の翌月以降も年金からの天引きされる可

能性があります。あわせて、未支給年金の請求等も関係してきますので、

すぐに精算することができません。　 

　転出・死亡した日の翌々月以降に、保険料に不足がある場合は納付書を

送付いたします。納めすぎとなった場合は払い戻しいたします。 

●口座振替または現金によりお支払い 
　　　  いただいている方で、転出・死亡した場合 

●年金からお支払いいたただいている方で、 
　　　　　　　　　　　　　  転出・死亡した場合 

（％）15 
14 
13 
12 
11 
10 
9 
 

0
平成14 15 16 17 18 19 （年度） 

総人口（人） 

75歳～（人） 

40～74歳（人） 

25,292 25,406 25,422 25,434 25,439 25,440

2,291

3,131

2,996

3,132 3,114

3,070

3,196

3,062

3,281

3,054

3,384

3,052

訂正前 

（％）15 
14 
13 
12 
11 
10 
9 
 

0
平成14 15 16 17 18 19 （年度） 

総人口（人） 

75歳～（人） 

40～74歳（人） 

25,292 25,406 25,422 25,434 25,439 25,440

2,921

3,131 2,996

3,132 3,114

3,070

3,196

3,062

3,281

3,054

3,384

3,052

訂正後 

グラフの平成14年度40～74歳の人数が、 

2,291人→2,921人になります。 

介護保険制度 

おたっしゃ便り 
ー心身ともに快適な生活をー 

� 

 在宅介護まっただなか 
「ほほえみ介護日記」 
この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

（東内） 

中村　忠行さん 26

介護保険についてのご相談、 
　　　　　　　　　　ご意見は、 
丸子町役場　保健福祉課　介護係 
　　　　　　     電話　42-0015　 
　　　　　　     有線　2-4583

介護保険料のお支払いは口座振替 
をご利用いただきますようご協力 
お願いいたします。 

忠行さんと貞子さん。「介護することに喜びを感じる」と 
忠行さんは笑顔で話します。 

介護保険パンフレット「よりよい介護をめざして」のお詫びと訂正 

　中村　忠行さんは、妻の貞子さんを介護して2年になり
ます。「訪問入浴の日は、貞子はうんとご機嫌なんだよ。
お昼を早めに食べて、私がバスタオルや下着などの訪問入
浴の七つ道具を用意し、ヘルパーさんを待っています」。
貞子さんは1週間に2回訪問入浴を利用しています。 
　「担当のケアマネージャーに介護保険のサービスが利用
できる限度額を聞いて、あとどのくらい介護保険のサービ
スが利用できるか考えます。そして、ケアプラン（介護保
険のサービスを利用するときに立てるサービス利用計画）
を立てるときにどんなサービスが必要か要望を伝えていま
す」。忠行さんは、訪問入浴をはじめ、訪問介護や福祉用
具の貸与など在宅で利用できるサービスのいくつかをうま
く組み合わせています。 
　最近、貞子さんはデイケアに行くことをケアマネージャーに勧められて1ヶ月に2回だけ行ってみること
にしました。「昔は社交性があったけど、今は障害が外に出ることをおっくうにさせています。うまくい
ってくれるといいけれど。介護保険のサービスだけじゃできない部分を自分が介護しています」と忠行さ
んは話します。　　（次回へつづく） 

 

6月1日付けで全戸配布
いたしました、介護保
険制度のパンフレット
ですが、訂正個所があ
りましたので、お詫び
して訂正いたします。 
 

※訂正個所　2ページ「丸子町の高齢
者人口推移予測」のグラフ 

第2期丸子町介護保険事業計画及び 
介護保険制度の手引き 

よ
り
よ
い
介
護
を
め
ざ
し
て 

� 

心
身
と
も
に
快
適
な
生
活
を 

� 

平成15年 丸子町 
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　「
と
に
か
く
空
が
広
い
で
す
よ
」
。

昨
年
、
初
め
て
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー

ル
ド
に
行
く
前
に
、
以
前
行
っ
た

友
人
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
し
た
。

「
空
が
広
い
」
と
い
う
感
覚
が
、

自
分
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
デ
ン
バ
ー
の
空
港
か

ら
出
て
す
ぐ
に
空
を
見
る
と
、
本

当
に
空
が
広
い
と
感
じ
た
こ
と
を

憶
え
て
い
ま
す
。
空
は
「
見
上
げ

る
も
の
」
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

ま
っ
す
ぐ
前
を
見
る
と
広
大
な
大

地
と
空
。
右
か
ら
左
ま
で
空
。
そ

し
て
半
年
間
そ
こ
で
生
活
し
て
、

空
の
よ
う
に
心
も
広
く
て
お
お
ら

か
な
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
み

な
さ
ん
と
、
じ
か
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

　
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
人
口

は
約
４
万
５
千
人
。
で
も
ほ
ん
の

50
年
前
は
、
た
っ
た
１
０
０
人
（
！
）

し
か
住
ん
で
い
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
今
も
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
個

人
住
宅
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。 

　
広
い
住
宅
地
に
案
内
し
て
く
れ
た
市
役
所

の
方
が
、
「
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
こ
こ
は
野

原
で
何
も
な
か
っ
た
。
自
分
で
も
驚
き
だ
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル

ド
は
ま
だ
新
し
く
、
急
速
な
成
長
を
続
け
て

い
る
市
で
、
住
宅
、
商
業
、
工
業
等
目
的
別

に
区
分
し
た
地
域
を
広
大
な
平
地
に
計
画
的

に
配
置
し
都
市
を
造
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
何
も
な
か
っ
た
場
所
を
計
画
に
従
っ
て
開

発
し
て
い
く
の
で
、
住
宅
地
域
の
中
に
学
校

や
公
園
を
配
置
す
る
、
幹
線
道
路
は
住
宅
地

か
ら
離
す
、
商
業
地
域
は
一
つ
に
ま
と
め
、

そ
こ
で
な
ん
で
も
揃
う
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
機
能
的
な
街
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
市
全
体
を
一
つ
の
大
き
な
公
園

の
よ
う
に
考
え
、
緑
地
や
遊
歩
道
を
市
全
体

に
張
り
巡
ら
せ
、
開
発
し
す
ぎ
て
自
然
が
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
が

印
象
的
で
し
た
。 

 

　
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
み
な
さ
ん
は
丸

子
町
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
丸
子
町
と
の
交
流
の
様
子
が
写
真
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
に
丸
子
の
中
学
生
が
訪

問
す
る
受
け
入
れ
の
準
備
を
冬
か
ら
進
め
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
よ
り
ち
ょ
っ
と
大
き
い
文
化
ホ
ー
ル

が
あ
り
、
舞
台
の
仕
事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
は
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー

ル
ド
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
で
す
。

市
民
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
文
化
活
動
、
少
年
野

球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
さ

か
ん
で
、
「
将
来
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
を
丸
子
町
と
し
て
い
け
た
ら

い
い
ね
」
と
市
の
方
が
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

 　
I
T
に
つ
い
て
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
は

I
T
先
進
国
で
、
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
は

周
囲
の
同
規
模
の
市
と
く
ら
べ
て
も
特
に

I
T
化
が
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
も
っ
と

も
驚
い
た
の
は
、
設
備
だ
け
で
は
な
く
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
教
育
と
サ
ポ
ー

ト
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本
で

も
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
市
役
所

内
に
は
パ
ソ
コ
ン
研
修
室
が
あ
り
、
年
間
を

通
じ
て
パ
ソ
コ
ン
講
習
が
行
わ
れ
て
い
て
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
よ
り

有
効
な
使
い
方
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
、

基
礎
か
ら
応
用
ま
で
段
階
に
応
じ
て
職
員
全

員
が
交
代
で
講
習
を
受
け
、
修
了
証
を
受
け

取
り
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
全
体
の
デ
ー
タ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
各
部
署
の
パ
ソ
コ
ン
の

管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
不
具
合
の
対
応
や
職
員

へ
の
指
導
な
ど
を
専
門
に
行
う
「
I
T
課
」

と
い
う
部
署
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
今
回
の
滞
在
で
、
友
好
都
市
で
あ
る
ブ
ル
ー

ム
フ
ィ
ー
ル
ド
で
実
際
に
生
活
し
、
ど
ん
な

街
か
、
ど
ん
な
生
活
か
を
経
験
で
き
た
こ
と
、

色
々
な
人
と
知
り
あ
い
に
な
れ
た
こ
と
が
自

分
に
と
っ
て
一
番
の
財
産
で
あ
り
、
こ
の
経

験
を
こ
れ
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん
の
友
好
都

市
交
流
に
役
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
の
皆
さ
ん
、
日

本
か
ら
応
援
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
当

に
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
無
事
半

年
間
の
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
在
住
の
ア
ッ
プ

ウ
ィ
ズ
ピ
ー
プ
ル
の
西
村
さ
ん
に
は
ご
家
族

全
員
で
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

～丸子からアメリカへ～ 

ブルームフィールドの中央通り「MAIN（メイン）」 

交流の様子が紹介されている、市のホームページ 
http://www.ci.broomfield.co.us/sistercities/

▼数年前まで一面の野原だったという住宅地 

通年行われている市職員のためのパソコン講習会 

ブルームフィールド市民オーケストラの演奏会 

市役所勤務最後の日。職員のみなさんと（右から5番目が箱山主任） 

中学生派遣交流事業 
 

中学生派遣交流事業 
 

中学生派遣交流事業 
 

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
I
T
通
信 
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
I
T
通
信 

vol.4

昨
年
10
月
に
丸
子
町
の
友
好
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
・
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市

郡
へ
派
遣
さ
れ
た
町
職
員
の
箱
山
主
任
が
、こ
の
３
月
、無
事
研
修
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。 

今
回
は
ア
メ
リ
カ
の
I
T
事
情
だ
け
で
な
く
、彼
が
こ
の
研
修
を
通
し
て
体
験
し
た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

研
修
派
遣
報
告 

　友好都市への中学生派遣交流事業は、まるこ国際交
流を進める会とブルームフィールド市ロータリークラ
ブが結んだ市民友好提携に基づいて、未来を担う子ど
もたちの交流を目的に2001年から毎年交互に行われ
ています。 
　今年は町から13名の中学生が参加し、7月30日か
ら夏休みの期間を利用してホームステイをしながら地
域の人々の暮らしや文化を学んできます。 
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今
回
は
任
意
合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
、
上･

下
水
道
関

係
の
方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
４
月
７
日（
第
５
回
）、
５
月
26
日（
第
６
回
）
に
開
催
さ
れ
た
上
田

市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
（
会
長
＝
母
袋
創

一
上
田
市
長
）
で
は
、
上･

下
水
道
関
係
が
審
議
さ
れ
、
料
金
に
つ
い

て
は
、
「
合
併
後
５
年
を
目
途
に
統
一
料
金
を
め
ざ
す
」
等
の
調
整
方

針
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

　
四
市
町
村
の
上･

下
水
道
の
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
た
独
立
採
算
制
と
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
依
存
し
て
い
る
特

別
会
計
が
あ
る
な
ど
会
計
処
理
が
ま
ち
ま
ち
で
す
。
加
え
て
、
地
形
的

要
因
や
事
業
の
成
り
立
ち
の
違
い
か
ら
、
料
金
体
系
や
水
準
が
大
き
く

異
な
っ
て
お
り
、
急
激
な
統
合
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
は
現
行
の
と

お
り
と
す
る
が
、
新
市
に
お
い
て
上･

下
水
道
審
議
会
を
新
た
に
設
置
し
、

資
産･

経
営
状
況･

料
金
体
系
等
、
総
合
的
な
研
究
を
進
め
、
新
料
金
の

段
階
的
な
改
正
に
努
め
、
合
併
後
５
年
を
目
途
に
、
全
て
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
し
、
統
一
料
金
の
設
定
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。 

【
問
】
電
話 

42
―

3
2
4
7
　
有
線 

2
―

4
5
1
0

市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
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入院する前に手続きを… 入院する前に手続きを… 

お問い合わせは　丸子町役場　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

� 

国民健康保険に加入されている方、または老人保健で医療を受けている方で、
住民税非課税世帯の方は、申請により入院したとき窓口で支払う一部負担金と入院時
の食事代が減額されます。該当される方は入院する前に申請してください。 

ご存じです
か？ 

「標準負担額減額認定証」 
「限度額適用・標準負担額減額認定証」 

�あなたは該当しますか？ �あなたは該当しますか？ 

世帯全員が非課税ですか？ 

70歳以上の方または老人保健 
で医療を受けている方ですか？ 

国保加入者ですか？ 
または老人保健で医療を受けている方ですか？ 

は い 

は い 

は い 

は い いいえ いいえ 

いいえ 

世帯の各所得が必要経費・控除
（年金の所得は控除額を65万
円として計算）を差し引いたと
き0円になりますか？ 

低所得�に 
該当します 

低所得�に 
該当します 

入院時の食事代
が減額されます 

◎申請に必要なもの ●認定証の有効期限は 
　　　申請した月の初日から 
　　　　　翌年7月31日です 

●認定証の有効期限は 
　　　申請した月の初日から 
　　　　　翌年7月31日です �保険証 

�印　鑑 

�医療受給者証（老人保健の方） 

�高齢受給者証（前期高齢者の方） 

�老齢福祉年金証書（老齢福祉年金受給者） 

�所得証明書また非課税証明書（他市町村から転入されてきた方） 

すでに減額認定証をお持ちの方も更新の
手続きが必要です。 

 *1％は医療費が361,500円を超えたとき、超えた 
　金額の1％ 

※　　　は減額認定証が必要です 

区　分 
自己負担割合 
（自己負担限度額） 

食 事 代 
1日あたり 

3歳未満 2割 
780円　 

3割 

2割 
または 
3割 

1か月あたり　 　 
72,300円＋1％*
1か月あたり　 　 
40,200円 

90日以内の入院 　 

650円　 

90日以内の入院 　 

650円　 
過去12か月以内に90日 
を超える入院　　　　　 

500円　 

過去12か月以内に90日 
を超える入院　　　　　 

500円　 

780円　 

300円　 

1か月あたり　 　 
24,600円 

1か月あたり　　  
15,000円 

3歳～70歳未満 

0歳～70歳未満の 
減額認定者 

一定以上 
所得者 

一　　般 

低所得� 

低所得� 

70
歳
以
上
ま
た
は
老
人
保
健
で 

医
療
を
受
け
て
い
る
方 

入院した時の医療費と食事代 

「
合
併
後
5
年
を
目
途
に
料
金
を
統
一
」 

「
合
併
後
5
年
を
目
途
に
料
金
を
統
一
」 

�
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用 

任意合併協議会で了承された主な事項 

参考：各市町村における現在の１カ月の上･下水道料金比較 

合併時は現行のとおりとし、合併後5年を目途に経営統合に努め、統一料
金設定を目指す。 

合併時は現行のとおりとし、合併後5年を目途に経営統合に努め、統一料
金設定を目指す。 
※合併後5年を目途に地方公営企業法を適用する。 

賦課については、合併時は現行のとおりとする。納付について、合併時には
全納･前納の報奨金制度を廃止する。 

限度額･利子補給率の調整を図り、合併時に統一する。 

当面は現行のとおりとし、新市において新しい制度の創設を検討する。 

当面は現行のとおりとし、水道料金統一にあわせて調整する。 

水道料金 

新規加入金 
上水道 

下水道 

配水管等工事負担金 

下水道使用料 

受益者負担金 

設備資金融資･利子補給 

【上水道料金】《一般家庭標準口径13ｍｍ使用の場合》 

【下水道料金】 

（消費税込み：円） 

（消費税込み：円） 

4,041 3,192 2,877 3,045 4,320 3,520 3,000

上田市 

全地区 
公共下水道 

（丸子処理区） 

特定環境保全 

（西内処理区） 
農業集落排水 農業集落排水 

特定環境保全 

（菅平処理区） 

特定環境保全 
（真田処理区） 
農業集落排水 

丸子町 真田町 武石村 

使用量 

20� 

2,478

上田市 

上水道 
使用量 

20� 

丸子町 

上水道 上水道 簡易水道 

真田町 武石村 

簡易水道 

3,318 4,760 4,230 2,726
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　塩川の陣場地籍にこのほど、高級ワイン用ぶどう園が完成し、6月3日にその記念植栽が行われました。 
　かつて丸子を"まりこ"と呼んだことなどから名づけられたこのヴィンヤード（英語で「ぶどう園」の意）は、
東京に本社を置くメルシャン（株）がワイン用ぶどうの自社栽培事業として造成、植栽したもので、その第1区
画に当たる5.4ha（ヘクタール）が完了、2005年までに12.5haのぶどう園とする予定です。 
　ここ陣場の丘陵地は、土壌、日当たりや風向き、降雨量などの気象条件、傾斜ぐあいがワイン用ぶどう栽培
に非常に適しているとのことで、メルローやシャルドネ種を中心に高級ワインの品種を植栽し、数年先には1
万ケースぐらいのワインが産出できるといいます。 
　メルシャンは将来、「マリコ」の名の高級ワインを商品化していく計画で、鈴木社長は「必ずこの丸子町で
栽培したぶどうのワインが世界で賞を受けるワインになることを誓う」と話されました。 

マリコ・ヴィンヤード誕生 
T

ow
n T

opics

丸子実校陸上部が女子総合優勝 
　5月30日から3日間にわたり行われた「平成15年度長野県高等学校総合体育大会 陸上競技選手権」で、丸子
実業高等学校の陸上競技部女子は、創部以来初めて総合優勝を果たし、丸子町長へその報告に訪れました。 
　丸子実校陸上部は、ここ数年、実力のある選手が多く、昨秋の県新人戦でも女子総合優勝を果たしており、
男子でも中谷雄哉選手がハンマー投げで今大会3位の成績を収めています。 
　顧問の堀先生も「みんなが実力どおりの力を発揮できれば優勝を狙えると思っていました。予想どおりの結
果になってうれしい」と話していました。 
　この勢いで北信越大会でも実校旋風を巻き起こし、目指せインターハイ！ 

町が花いっぱいに 
　町の「花いっぱい運動」として各住民団体へ配布する花の苗の仕
分け作業が、この5月13日から6月3日にかけて、花づくりボランテ
ィアのみなさんにより依田の農協営農センターにおいて行われました。 
　今年はサルビアやマリーゴールド、ペチュニアなど28種類約
65,000本の花の苗を用意、ボランティアのみなさんにより仕分けら
れたこの苗は64の団体へ届けられました。 
　町内各所に運ばれ、地域のみなさんによってきれいに植えられた
この花たちは、まちの至るところで私たちの目を楽しませてくれる
ことでしょう。 

“みすずかるワールドミュージック” “みすずかるワールドミュージック” 
信州ふれあいルネッサンス2003
信州国際音楽村開村16周年記念 

　開村16周年を記念したイベント「信州ふれあいルネッサンス
２００３」が、6月1日に信州国際音楽村で盛大に行われました。 
　式典の会場となったホールこだまでは、音楽村児童合唱団の歌やウィン
ドアンサンブルによる演奏、依田神社大神楽と尾野山三頭獅子の奉納など
が披露されました。また音楽村の敷地内では、木工広場や苗木の無料配布、
国際交流フリーマーケットなど、会場のいたるところでさまざまな催し物
が行われ家族連れや子供たちで賑わいました。 
　メインコンサートのアジアンリズム＆ゴスペルミュージック・ジョイント
コンサートでは、韓国の民族打楽器を駆使したパーカッショングループ「サ
ムルチョンドン」の迫力ある演奏と、ゴスペルグループ「亀渕友香＆The 
Voices of Japan」のリズミカルなサウンドと美しいコーラスに、会場
に詰め掛けた約千人の観客はみな酔いしれました。 
　コンサートの最後には、県内の各地から参加した一般の共演者約150
人がステージ上へ。この日のために何回も練習した「Oh　Happy　Day」
と「世界に一つだけの花」を熱唱すると会場の盛り上がりは最高潮に。観
客のみなさんも立ち上がって手拍子をしながら一緒に歌い、音楽村は笑
顔と拍手、そして大合唱に包まれました。 

▼「サムルチョンドン」の演奏はたった4人とは思えない迫力 

▲みんなで「Oh  Happy  Day」 

▲会場では餅つ
きも 

▲「いらっしゃ
いませ」親子で

仲良くフリーマ
ーケット 
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※上記の水洗化率は現在の処理区域内における地区ごとの水洗化率です。 
水洗化率＝水洗化人口（下水道施設を利用している人口）÷処理人口（下水道施設を利用できる人口） 

平成15年5月1日現在 地区別水洗化率 

乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

7月 4日（金） 
7月25日（金） 
7月11日（金） 
7月 8日（火） 
7月18日（金） 

平成15年2月7日～3月4日生 
平成14年9月生 
平成14年1月生 
平成13年6月生 
平成12年6月生 

実施日 時　間 場　所 
7月28日（月） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

【問】　保健センター （丸子町役場  保健福祉課  健康係）　　�42-1117　有線2-4483

短 信 6月 

予 定 7月 

  1日 信州ルネッサンスふれあい2003 
14日 博物館講座開講 
15日 木曽義仲挙兵県下弓道大会 
22日 ポンプ操法ラッパ吹奏丸子大会 
28日 依田窪プール開き 

11日 島田祐子コンサート 
13日 ポンプ操法ラッパ吹奏上小大会 
26日 レニングラード国立バレエ公演 

7月は 河川愛護月間 
 青少年を非行から守る全国強調月間 
 オゾン層保護対策推進月間 
 「愛の血液助け合い運動」月間 
 　　　　 
  1日 国民安全の日 
  7日 七夕 
 川の日 
19日 勤労青少年の日 
21日 海の日 
27日 土用の丑 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

あたたかい心 

○保科　永代　様　　電動ベッド 
○北信ヤクルト販売　様　　20,000円 
○昭和15年丸子小学校卒菊組同級会　様　　20,354円 
○西藤　　誠　様　　介護用品 
○宮原　泰子　様　　介護用品 
○さくらを観る会　様（中丸子ときわ会、カネボウベルプラザほかの皆様）10,000円 
以上、丸子町社会福祉協議会にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。 

夢をつかめ！『サマージャンボ宝くじ』発売 

“1等・前後賞合わせて3億円！”×  42本 
“2等だって1億円”　　　　　　  ×168本 
“当たり実感のある少額賞金がよりいっそう充実” 
　4等 　　　　　  10万円×        4,200本 
　5等 　　　　　　1万円×    420,000本　 
　6等 　　　　　    3千円× 4,200,000本 
　ラッキーレジャー賞  50万円×           420本　等 
発売期間は平成15年7月14日（月）から8月1日（金）まで。 
抽せん日は平成15年8月12日（火）です。 
※この宝くじの収益金は、市町村の住み良い街づくりや環境対策、高齢化対策
など地域住民の福祉向上のために使われます。 

下
水
道
コ
ラ
ム
� 

〜
水
洗
化
率
・
地
区
別
状
況
〜 

21
世
紀
は
「
水
の
世
紀
」 

21
世
紀
は
「
水
の
世
紀
」 

21
世
紀
は
「
水
の
世
紀
」 

　
各
家
庭
の
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、
台
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
雑
排
水
を
下
水
道
管
に
流
す

こ
と
に
よ
り
、
河
川
や
池
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
を
絶
ち
、
雑
排
水

に
よ
る
悪
臭
が
な
く
な
る
な
ど
、
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
、
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
下
水
道
は
こ
の
よ
う
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
本
管
が
整
備
さ
れ
た
だ
け
で

は
、
そ
の
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

汚
水
が
下
水
道
管
を
通
っ
て
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
地
区
別
の
水
洗
化
率
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

水質汚染対策の協定を締結 

　5月13日、丸子町と社団法人上田薬剤師会との間で上水道の「水質汚染にお
ける緊急措置に関する協定」が締結されました。 
　丸子町の水道水は、依田川と内村ダムから取水していますが、近年、河川へ
の灯油や重油などの流入事故が各地で相次いで発生していることから、町はこ
のような水質汚染事故が発生した場合に直ちに汚染状況の把握、汚染物質の特定、
改善のアドバイスを受ける事ができ
るよう、信頼と実績のある同薬剤師
会と協定を結ぶこととしました。 
　このような協定書を取り交わすの
は東信地方では丸子町が初めてで、
これにより万が一の緊急時にはより
迅速な対応が可能となり、住民のみ
なさんに安全な飲料水を提供する事
ができます。 

長野県丸子警察署協議会委員を選任 

　平成15年6月1日付で、次の7名の方が長野県公安委員会から「丸子警察署協
議会委員」に委嘱（任期2年）されました。 
　警察署協議会は、平成12年の警察法改正により、「警察署長が、地域住民の
意見や要望に耳を傾けて警察活動を推進する」ための機関として設置されたも
のです。 

瀧澤　常久　　再任 

武井　純雄 

中村　敦彦 

丸山　節子　　再任 

小林　久雄　　再任 

依田　  保 

羽毛田洋一 

 

丸子町 
 

 

長門町 

武石村 

和田村 

会社役員 

区長 

会社員 

会社役員 

農事組合役員 

団体職員 

団体職員 

丸子町大字東内 

丸子町大字上丸子 

丸子町大字長瀬 

丸子町大字東内 

長門町大字古町 

武石村大字下武石 

和田村 

氏　　　　名　　　　 　　職　  業　　　　　 住　　所 
多胎児家族のつどい 

教室名 と　き 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  7月30日（水） 双子、三つ子の親子 

�実施時間：午前10：00～12：00 
�ところ：保健センター 
 

予　防　接　種 
集団�受付時間：午後1：00～2：00　実施時間：1：30～2：00 
　　�ところ：保健センター 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票 

種　類 実施日 対　象　者 
ツベルクリン反応 
B C G

 
集 団  

7 月 1 日（ 火 ） 
7 月 3 日（ 木 ） 

平成14年10月～12月生 

育児セミナー 
�事前に申込みが必要 
�ところ：保健センター 

教室名 と　き 対　象　者 

わんぱく教室 
� 7月16日（水） 
� 7月23日（水） 

1歳半から2歳くらいの親子 

実施日 対　象　者 場　所 
7月  1日（火） 平成14年6月・7月生 保健センター 

おたんじょう相談 
�受付時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

断　酒　会 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
7月 7日（月） 
7月21日（月） 

午後7：00～9：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

合　　計 

鹿 教 湯  
　 町 　  
高 梨  
大 塩  
穴 沢  
中 村  
虚 空 蔵  
荻 窪  
和 子  
新 屋  
宮 脇  
宮 平  
横 辻  
辰 ノ 口  
三 反 田  
海 戸  
沢 田  
八 日 町  
中 丸 子  
下 丸 子  
三 角  
北 原  
飯 沼  
茂 沢  
上 南  
上 北  
町 組  
小 路 下  
上 平 南  
上 平  
権 現  
西 組  
東 組  
東 街 道  
北 街 道  
石 井  
狐 塚  
藤 原 田  

100.0 
99.1 
98.1 
94.0 
95.1 
98.3 
84.6 
91.1 
82.4 
83.6 
87.6 
45.8 
80.4 
51.5 
42.2 
66.1 
73.9 
73.7 
72.8 
71.3 
73.4 
66.2 
65.9 
87.6 
56.6 
70.7 
73.1 
65.5 
90.2 
100.0 
85.8 
78.7 
70.9 
77.3 
66.2 
81.4 
70.7 
98.2 
74.0

446 
225 
154 
205 
137 
58 
99 
276 
229 
183 
148 
11 
78 
293 
380 
538 
821 
494 
1,685 
647 
204 
225 
994 
704 
363 
162 
144 
144 
304 
187 
145 
462 
253 
187 
143 
858 
384 
388 

13,358

446 
227 
157 
218 
144 
59 
117 
303 
278 
219 
169 
24 
97 
569 
900 
814 
1,111 
670 
2,313 
907 
278 
340 
1,509 
804 
641 
229 
197 
220 
337 
187 
169 
587 
357 
242 
216 
1,054 
543 
395 

18,047

 

西 内
 

 
 

平 井  
 

東 内
 

 
 
 
東 内  
 
 
東 内  
 

上 丸 子
 

 
 
中 丸 子  
下 丸 子  
御 嶽 堂  
 
生 田  
 
 
 
 
 
 
長 瀬  
 
 
 
 
 

塩 川
 

 
藤 原 田  

 
 

西 内
 

 
 
 

荻 窪
 

 
 
 
和 子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丸 子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤 原 田  

処　理　場 地　　　　区 水洗化率（％） 水洗化人口（人） 処理人口（人） 
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で
き
て
い
ま
す
か
？  

日
ご
ろ
の
備
え 

� 

油断は 大敵 

地
震 

に
備
え
て 

　
「
東
海
地
震
」
は
静
岡

県
中
西
部
な
ど
を
震
源
域

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
で
、
発

生
が
切
迫
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
列

島
の
プ
レ
ー
ト
下
に
、
南
か

ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

が
沈
み
込
む
境
界
で
１
０

０
年
か
ら
１
５
０
年
間
隔

で
発
生
し
、
前
回
は
１
８
４
５
年
の
安
政
地
震
（
M
8
・
4
）
で
し
た
。 

　
政
府
が
今
年
３
月
に
ま
と
め
た
被
害
想
定
で
は
、
最
悪
の
場
合
、
死
者
１
万
人

（
県
内
で
は
死
者
約
１
０
０
人
）、建
物
被
害
は
約
26
万
棟
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
断
層
帯
」
は
、
大
北
地
方
か
ら
松
本
、
諏
訪
を
通
り

山
梨
県
に
至
る
県
下
で
最
も
活
動
的
な
活
断
層
で
地
質
構
造
上
の
境
界
で
あ
る
と

の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
同
断
層
帯
で
最
後
に
大
地
震
が
起
き
た
の
は
、
約
千
二
百

年
前
と
み
ら
れ
、
活
動
間
隔
が
約
千
年
間
の
松
本
付
近
で
千
二
百
年
間
も
大
地
震

が
発
生
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、い
つ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
長
野
県
危
機
管
理
室
が
平
成
13
年
度
に
ま
と
め
た
被
害
想
定
は
、
北
部
の
地

震
で
、
死
傷
者
約
８
、０
０
０
人
、
建
物
被
害
は
約
10
万
棟
、
中
部
の
地
震
で
、
死

傷
者
約
７
、２
０
０
人
、
建
物
被
害
約
10
万
棟
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
、
丸
子
町
に
お

い
て
も
、
北
部
の
地
震
で
、
死
者
８
人
、
建
物
被
害
は
約
２
、７
０
０
棟
、
中
部
の
地

震
で
、
死
者
２
人
、
建
物
被
害
は
約
１
、２
０
０
棟
に
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
次
回
は
、｢

地
震
が
発
生
し
た
ら
そ
の
時
ど
う
す
る
か｣ 

想定震源の位置と大きさ 

浄
水
器
使
用
の
注
意
点 

24

　
浄
水
器
の
普
及
は
過
去
、
厚
生
省
の
細
菌
汚

染
指
摘
（
八
四
年
）
を
機
に
大
き
く
ダ
ウ
ン
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
空
糸
膜
と
活
性

炭
を
組
み
合
わ
せ
た
新
型
が
登
場
し
、
都
市
部

ほ
ど
で
な
い
に
し
ろ
、
近
年
設
置
す
る
家
庭
が

増
え
て
き
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

　
水
を
き
れ
い
に
す
る
器
具
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ

れ
た
浄
水
器
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
処
理
で
き

る
魔
法
の
装
置
で
は
な
く
、
使
い
方
を
誤
る
と

か
え
っ
て
汚
い
水
を
飲
む
こ
と
に
な
る
こ
と
を

常
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
器
内
の
活
性
炭
は
塩
素
を
分
解
除
去
し
、
微

量
有
機
物
を
吸
着
し
ま
す
が
、
反
面
、
細
菌
に
と
っ

て
か
っ
こ
う
の
餌
場
・
生
活
の
場
と
も
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
細
菌
汚
染
を
食
い
止
め
る
フ
ィ

ル
タ
ー
が
中
空
糸
膜
で
、
血
液
透
析
の
た
め
開

発
さ
れ
た
膜
で
細
菌
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
が
、

漏
れ
出
し
を
止
め
て
い
る
だ
け
で
溜
ま
っ
た
細

菌
を
除
去
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
浄
水
器
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
定
期
的
に
替
え
る
、

使
い
始
め
る
時
に
あ
る
程
度
の
水
を
流
し
て
滞

留
水
を
捨
て
る
、
湯
沸
し
の
お
湯
は
通
さ
な
い
（
熱

湯
に
よ
り
取
り
除
い
た
物
質
が
溶
け
出
す
可
能

性
が
あ
る
）
な
ど
、
使
用
に
際
し
て
の
基
本
的

事
項
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
メ
ー
タ
ー
か
ら
先
の
宅
内
給
水
装
置
の
維
持

管
理
は
、
所
有
者
の
責
に
帰
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
給
配
水
管
が
腐
食
し
て
金
属
が
溶
け
出
し

て
い
た
り
、
集
合
住
宅
の
給
水
タ
ン
ク
の
維
持

管
理
が
ま
ず
く
て
汚
物
が
混
入
す
る
よ
う
な
場

合
に
は
浄
水
器
は
実
に
有
効
で
す
。 

　
浄
水
器
の
使
用
に
は
注
意
が
必
要
で
、
生
か

す
も
殺
す
も
、
個
人
の
管
理
に
よ
る
こ
と
を
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

※浄水器とは活性炭と他のろ材を組み合わせた 
　水処理器具をいい（日本水道協会認定基準）、 
　中空糸膜のないものもある。 

活性炭 

中空糸膜 
水道水 

（蛇口直結） 

家庭用浄水器の仕組み（概要図） 
 

浄水器 

「
発
生
率
の
高
い
東
海
地
震
、
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
断
層
帯
」 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

人 権 ひ ろ ば 人 権 ひ ろ ば 

石
井
地
区
ふ
れ
あ
い
の
会 

石
井
地
区
ふ
れ
あ
い
の
会 

 

　
5
月
27
日
、
平
成
15
年
度
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
総
会
後
、
女
性
議
員
5
名
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
環
境
問
題
、
男
女
共
同
参
画
、

合
併
問
題
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

1
人
5
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
活
発
な
討
議
が

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
も
質
問
や
、
要

望
な
ど
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
3
月
29
日
（
土
）
石
井
公
民
館
で
人
権
学

習
会
を
石
井
区
と
共
催
で
行
い
ま
し
た
。
関

清
子
先
生
に
、
「
地
域
の
き
ず
な
を
大
切
に

〜
男
と
女
は
お
も
い
や
り
〜
」
と
題
し
て
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
近
な
お

話
の
中
に
笑
い
を
誘
う
語
り
口
で
大
変
わ
か

り
易
く
、
皆
さ
ん
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
1
時
間
30
分
の
お
話
の
中
に
健
康
問
題
も

取
り
入
れ
た
講
演
を
お
聞
き
し
た
後
、
余
興

に
笑
い
を
誘
う
踊
り
を
1
曲
、
そ
し
て
全
員

で
早
春
賦
な
ど
3
曲
ほ
ど
歌
っ
た
後
、
昼
食

を
と
り
ま
し
た
。
昼
食
会
で
は
皆
で
作
っ
た
、

お
に
ぎ
り
、
ト
ン
汁
、
サ
ラ
ダ
な
ど
楽
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

　
参
加
者
67
名
が
人
権
学
習
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に

取
り
入
れ
て
貰
え
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

石
井
地
区
同
和
教
育
専
門
指
導
員
　
田
中
　
晃
子 

　男女共同参画の前提となる男女の関わり方の一つのモデルとして、イタリアで見た男女の

協力のありようをスライドを使いながら、外国の歴史、宗教、社会、経済等の話題を交えて

お話しをしていただきます。 

　諸外国の理解を深めるよい機会です。どなたでも参加いただけますので大勢の皆様奮って

ご参加ください。 

◆日　時：7月18日（金）午後7時～（1時間40分位） 

◆場　所：丸子町文化会館　小ホール 

◆演　題：「イタリアで見た男女の協力のありよう」　講演とスライド 

◆講　師：羽田　龍史さん（彫刻家）・羽田　純子さん（染色家）【東部町在住】 

◆その他：入場無料。託児・手話通訳をご希望の方は事前に申し込みをしてください。 

地域活動 だより 

「
地
域
の
き
ず
な
を
大
切
に
　
男
と
女
は
お
も
い
や
り
」 

「
地
域
の
き
ず
な
を
大
切
に
　
男
と
女
は
お
も
い
や
り
」 

丸子町教育委員会　社会教育課　TEL 42-3147　有線 2-4722　FAX 42-3148

「まるこシルキーフォーラム2003」 
－男女共同参画社会の実現をめざして－ 

「まるこシルキーフォーラム2003」 
－男女共同参画社会の実現をめざして－ 
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★固定資産税　2期（7月31日） 
★国保税　2期（7月31日） 
★下水道受益者負担金　1期（7月31日） 
★上下水道使用料　4・5月分（7月31日） 
 
 
 
★年金相談 
　7月24日（木）　10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
7月8日（火）　18日（金）　28日（月）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク 
　7月18日（金）　�23－8609 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

7月の納税 

7月の相談 

納税は便利は口座振替を 

図書館だより 第
四
十
回 

短
歌
の
部    

近
藤 

良
子 

選 
《
秀
逸
》 

汗
流
し
コ
ン
バ
イ
ン
操
る
夫
の
背
に
赤
ト
ン
ボ
群
れ
夕
暮
れ
せ
ま
る 

塩
　
川
　
北
沢
か
は
え 

  
縣
寶
戀
と
ふ
漢
字
は
異
字
体
か
わ
れ
教
は
り
し
世
代
遠
の
く 

武
石
村
　
徳
武
　
信
彦 

  
デ
ジ
カ
メ
に
取
り
込
ま
ん
か
な
オ
ヒ
サ
マ
ガ
カ
イ
ス
イ
ヨ
ク
ダ
ヨ
児
等
指
す
入
り
日 

上
田
市 

渡
辺
　
英
子 

  

手
す
き
和
紙
の
葉
書
の
あ
て
名
た
ど
た
ど
し
生
活
科
授
業
の
内
容
は
濃
い 

中
丸
子
　
中
山
　
真
弓 

 

殊
更
に
話
題
も
な
く
て
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
と
る
ご
と
き
昼
餉
の
会
話 

藤
原
田
　
堀
内
さ
ち
江 

 

赤
ん
坊
は
浮
輪
で
我
と
海
に
居
て
う
つ
ら
う
つ
ら
と
眠
り
た
る
か
な 

塩
　
川
　
中
村
　
靖
子 

�東内・西内コース 
　7/8（火）　7/25（金）　8/5（火） 

�腰越・依田コース 
　7/10（木）   7/24（木）   8/7（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　7/1（火）7/15（火）7/29（火）8/19（火） 

�塩川・藤原田コース 
　7/3（木）7/17（木）7/31（木）8/21（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　7/2（水）7/16（水）7/30（水）8/20（水） 

～～～ 

今月の一冊 

詩集　少年 

著・発行／西　康長 
　　（著者寄贈） 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
家族で行くはじめての東京・横浜  実業之日本社 
老いかた上手 水野　　肇 主婦の友社  
疲れ目を自分で治す本 味木　　幸 マ キノ出 版  
できる社員は質問がうまい 大井　明子 ディー・アート 
里山蝶ガイドブック 新開　　孝 TBSブリタニカ 
チワワ 野々山　泉 成美堂出版  
恋文 荒木とよひさ 主婦と生活社 
罪花 高樹のぶ子 文 芸 春 秋  
風水火那子の冒険 山田　正紀 光　文　社  
旅に夢みる 吉永小百合 講　談　社   

あおぞら号 
風の陣　大望篇 高橋　克彦 PH P研究所  
奪還 蓮池　　透 新　潮　社  
寂聴中国再訪 瀬戸内寂聴 日本放送出版協会 
温泉に行こう！ 永　　六輔 ベストセラーズ 
園芸大百科 田中　幸雄 ブティック社  
梅の漬け方と梅料理  ブティック社  

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※7月のおはなし会は7月19日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp

第8回信州爆水RUNin依田川 
参加者募集 

期　日◆7/20（日） 
時　間◆午後12時30分～午後3時 

          （午後12時開場） 

場　所◆上田市文化センター 

内　容◆①介護保険に関する劇の上演 

 ②講演…「二人三脚で乗り越えた介護の日々」 

 　講師…小山明子さん（女優） 

入場料◆無料 

上田地域広域連合　広域連合構成9市町村主催 

介護保険講演会 

－よりよい介護保険をめざして－ 

町
長
の
生
活
所
感 

� 

　
行
政
事
務
の
効
率
化
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
行
政
の
高
度
情

報
化
は
欠
か
せ
な
い
。
町
の
役
場

に
お
い
て
も
職
員
の
大
半
が
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
、
事
務
処
理
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
は
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
膨
大
な
情
報
の
蓄
積
と

処
理
が
行
わ
れ
る
一
方
、
情
報
公

開
が
求
め
ら
れ
る
中
で
万
全
な
個

人
情
報
保
護
と
正
確
な
情
報
管
理

が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
社
会
の
高
度
情
報
化
の
流

れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
難

し
い
。 

　
行
政
情
報
も
自
治
体
の
垣
根
を

越
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
始
ま
っ

た
。
県
の
本
人
確
認
情
報
保
護
審

議
会
が
中
間
答
申
で
一
石
を
投
じ

た
住
基
ネ
ッ
ト
（
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
波

紋
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
国
の
法
律
と
県
の
指
示
で
始
め

た
こ
と
、
現
場
（
市
町
村
）
で
混

乱
の
生
じ
な
い
よ
う
引
き
続
き
適

切
な
指
導
を
願
い
た
い
も
の
だ
。 

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改

正
施
行
さ
れ
る
8
月
25
日
を
前
に

し
て
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
町

外
に
お
い
て
も
住
民
票
の
交
付
が

受
け
ら
れ
る
）
の
発
行
を
内
容
と

し
た
条
例
改
正
案
と
予
算
案
を
6

月
定
例
議
会
に
提
出
し
た
。
県
の

こ
れ
か
ら
の
動
向
が
気
掛
か
り
で

は
あ
る
が
、
準
備
に
抜
か
り
が
な

い
よ
う
に
し
た
い
。 

　
町
議
会
の
結
果
は
6
月
20
日
に

示
さ
れ
る
。 

（
６
／
９
） 

　介護保険制度がスタートして3年が経過しました。 

　昨年度は制度発足後初めてとなる介護報酬見直しや

介護保険料改定が行われ、本年度から実施されます。 

　そこで、皆さんと一緒に“よりよい介護保険”につい

て考えたいと思います。 

問 問 丸子町営総合体育館 
�0268-43-2250　有線2-4611

上田地域広域連合事務局介護保険課 
�0268-23-0297

戸
籍
の
窓 

 

い  

と
う
　   

  

ま
さ
し 

こ
う  

さ
か  

き 

の  

え 

な
か  

む
ら
　 

だ
い 

　
じ
ゅ
う 

ふ
か   

い
　   

   

ひ
ろ
し 

 

こ 

い  

ど
　 

き
み   

こ 

お
ぎ  

は
ら  

　     

し
ょ
う 

 

こ 

　
ば
や
し
　 

つ
ね  

は
ち 

や
ま  

こ
し 
よ
し   

お 

や
な
ぎ 

さ
わ
　 

た
ま   
え 

よ
こ  

や
ま
　 

た
か   

こ 

な
か  

ざ
わ  

さ   

い 

ふ
じ  

も
り
　 

ま
さ   

こ 

な
か  

む
ら
　  

ふ 

じ  

い 

5月 
届出分 
（敬称略） 

伊
　
藤
　
　
　
正 

84
　
霊
泉
寺 

上
　
坂
　
き
の
え 

79
　
荻
　
窪 

中
　
村
　
大
　
重 

81
　
荻
　
窪 

深
　
井
　
　
　
大 

86
　
辰
ノ
口 

小
井
土
　
君
　
子 

77
　
中
丸
子 

荻
　
原
　
　
　
翔 

18
　
下
丸
子 

小
　
林
　
常
　
八 

86
　
下
丸
子 

山
　
越
　
善
　
雄 

85
　
依
田
茂
沢 

柳
　
澤
　
玉
　
枝 
65
　
権
　
現 

横
　
山
　
孝
　
子 
61
　
上
　
南 

中
　
澤
　
さ
　
い 

91
　
狐
　
塚 

藤
　
森
　
政
　
子 

87
　
南
方
松
葉 

中
　
村
　
フ
ジ
イ 

89
　
藤
原
田 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話しください。 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
7月の内容［  いきいきした町をめざして  ］ 

『丸子町行政情報番組』 開催期日◆8/17（日） 

　さあ！熱い夏がやってきます！夏休み最後の思い出に参加し
てみませんか？ 
 
※同時開催の川遊びコー
ナー（魅力ある建設事業
推進丸子地区協議会）や
各種イベントあり！ 
 
 

●鉄人コース（8㎞）タイムトライアル制 
　参加料　2,000円 
●ファミリーコース（3㎞）指定タイム制 
　参加料　500円（1人）　1グループ5人まで　 

申し込み◆7月1日～7月31日までに総合体育館へお申し込
　　　　　みください  （当日の受付はありません） 

毎日多くの人に証明書が発行される生活課窓口 
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